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福崎町立八千種小学校 いじめ防止基本方針 

福崎町立八千種小学校 

 
１ 学校の方針 

本校は「自主 勤勉 礼儀」を校訓とし、「命を大切にし、やさしく かしこく たくま 

 しい児童の育成」を教育目標として、保護者や地域と連携協力した教育活動を展開している。 

 すべての児童が安全且つ安心な学校生活を送り、有意義で充実した様々な活動に意欲的に取 

 り組むことができるよう、いじめ防止に向けて日常の指導体制を整備し、いじめの未然防止 

 に努めながらいじめの早期発見に取り組むとともに、いじめを認知した場合は適切且つ迅速 

 に解決するために、「学校いじめ防止基本方針」（いじめ防止全体計画）を定める。 

 

＜いじめの定義＞ 
  

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人

的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを

通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を

感じているもの。                「いじめ防止対策推進法」平成２５年９月施行 

 
２ 基本的な考え方 

本校区は、福崎町東部に位置し、加西市に隣接して、静かな田園地域 である。地域の人 

 々の教育に関する関心は高い。また、三世代同居の家庭 も多く、お年寄りとのふれあいも 

 スムースに行われている。学校・家庭・地域社会の相互理解と密接な連携、協力によって健 

 全な人づくりを進めている。 

いじめについては、「いじめは、どの学級にも学校にも起こり得る」さらに、「いじめは 

 人として絶対に許されない行為である」という認識をすべての教職員が持ち、児童の好まし 

 い人間関係を築きながら豊かな心を育む、「いじめを生み出さない土壌づくり」「いじめを 

 許さない学校づくり」に取り組むため、以下の指導体制を構築し、いじめの防止等に包括的 

 に取り組んでいく。 

 

＜いじめの認知について＞ 

 以下のいじめ認知の４要件を満たせば、すべていじめとして認知し対応する。 
 

 ①児童生徒どうしである 

 ②一定の人的関係がある 

 ③心理的又は物理的な影響を与える行為がある 

 ④被害児童生徒が心身の苦痛を感じている 

 

＜いじめの解消について＞ 

 少なくとも以下の２つの要件を満たされている必要がある。 
 

 ①いじめに係る行為が少なくとも３か月以上止んでいること 

 ②被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと 

（被害児童本人・保護者の面談で確認する） 
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３ いじめ防止等の指導体制・組織的対応等 

 （１）日常の指導体制 
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・学校いじめ防止基本法の策定、見直し、改善等  ・年間指導計画の作成、実施、改善等 

・生活アンケートの作成、結果分析等       ・いじめが疑われる事案の事実確認、判断等 

・配慮を要する児童への支援方針、状況把握等 
  ※いじめ対策委員会は、定期開催（各学期１～２回）、緊急開催（いじめ事案報告があった場合）する。 

いじめ対策委員会（いじめ対応チーム） 

 

校長・教頭・教務・生活指導担当・養護教諭・関係職員等 

 必要に応じて、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの参加を求める。 

【構成員】 

【いじめの未然防止に向けた取組】 
 

①支持的風土を育む学級運営（心の居場所づくり） 
学校生活のあらゆる場面で、互いに認め合い、支え合い、助け合う仲間づくりを行い、子どもたち

が自分自身を価値ある存在であると認められるような学級運営を進める。 
 

②人権教育・道徳教育の充実 
生命尊重の精神や人権感覚、思いやりの心を育むために、人権教育・道徳教育の充実を図る。 

 

③心の通い合う教職員の協力協働体制 
教職員が互いに学級経営や生徒指導等について、気軽に話ができる温かい職場を目指し、全職員で 

心の通い合う学校づくりを推進していく。 

 

【いじめの早期発見に向けた取組】 

①生活アンケートの実施（学期に１回）  
学期に１回、学校生活の様子についてのアンケートを行う。質問では、いやなこと・困ったことな

どを問い、いじめの前兆となり得る事象に関しては児童に聴き取りを行い早期発見に努める。 
 

②児童相談週間の実施（学期に１回） 
学期に１回、生活アンケートをもとに担任が児童と一対一で個別面談を行う。嬉しかったことや困

っていることなど何でも話せる機会とし、児童一人一人の思いや考えに寄り添った指導を展開する。 
 

③一人ぼっちの子調査の実施（学期に１回） 
学期に１回、休み時間の過ごし方についてアンケートを実施する。１週間継続して行い、休み時間

を一人で過ごしている児童を把握すると共に、一人で過ごしている児童の学級での居場所づくりの対

策を講じる。 
 

④教職員によるチェックリストを使った実態把握（月に１回） 
休み時間や昼休み、放課後等の機会に「いじめ早期発見のためのチェックリスト」を活用し、いじ

めの早期発見に努める。また、「子どもがいるところには、教職員がいる」ことを目指して、子ども

たちと共に過ごす機会を積極的に設ける。 
 

⑤スクールカウンセラーの活用（週に１回） 
毎週１日、スクールカウンセラーが来校し、子どもたちの学校生活の様子を観察する。そのときに

気になった児童については、学級担任と情報共有を行う。また、特に配慮を要する児童とのカウンセ

リングを行うことによって、児童の実態把握を進める。 
 

⑥子どもを語る会の実施（月に１回） 
月に１回、全職員で各学級の配慮を要する児童の様子についての情報共有を行い（事前にデータを

入力しておく）、支援方法・指導方法について共通理解する。 
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（２）いじめの早期発見のためのチェックリスト 

 
  

 

 



- 4 - 
 

（３）いじめの未然防止及び早期発見のための年間指導計画 

 職員会議等 未然防止に向けた取組 早期発見に向けた取組 

４月  

 

 

 

   ＰＴＡ総会での啓発 

   職員研修会 

   （児童に関する情報交換会） 

   （いじめ防止方針確認） 

   ネット犯罪防止講演会 

    （保護者・職員対象） 

 

５月     子どもを語る会 

 

 

 

      なかよし班遠足 一人ぼっちの子調査① 

６月     子どもを語る会 

 

 

 

      ネット犯罪防止出前授

業 

    （児童対象） 

生活アンケート① 

児童相談週間① 

７月     子どもを語る会 

 

 

 

      ロング児童集会 

      職員研修会 

       （カウンセリングマインド研修） 

 

８月  

 

 

 

  

９月     子どもを語る会 

 

 

      運動会 一人ぼっちの子調査② 

１０月     子どもを語る会 

 

 

 生活アンケート② 

１１月     子どもを語る会 

 

 

      きらきら発表会 児童相談週間② 

１２月  

 

 

 

      人権週間の取組 

      ロング児童集会 

 

１月     子どもを語る会 

 

 一人ぼっちの子調査③ 

 

２月     子どもを語る会 

 

          ありがとうウィークの取組 生活アンケート③ 

児童相談週間③ 

３月  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

いじめ対策委員会 

 ・指導方針確認 

 ・年間計画作成 

いじめ対策委員会 

 ・情報共有 

 ・２学期計画作成 

いじめ対策委員会 

 ・情報共有 

 ・３学期計画作成 

いじめ対策委員会 

 ・本年度の総括 

 ・次年度へ向けた 

  課題検討 
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県警本部サイバー犯罪対策課 

078-341-7441 

人権擁護局 等 

 

 

マスコミへの対応 

（４）いじめ発生時の組織的対応 
                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

いじめ認知 

生活指導担当 

学級担任 
校長・教頭 

いじめ対策委員会 

教育委員会 

ネット上のいじめ 

重大事案 
対応班による 

いじめ解消に向けた取組 

解 決 

人権教育推進委員会 

生活指導委員会 

継続的指導・経過観察 再発防止・未然防止活動 

いじめ認知報告 

調査方針・方法の決定 必要に応じて 

徹底した事実確認 

対応班編成 

指導方針の決定・指導体制の編成 

【構成員】 
校長・教頭・生活指導担当 

養護教諭・関係職員等 

必要に応じて 

スクールカウンセラー 

スクールソーシャルワーカー 

【関係機関】 
・福崎警察署       23-0110 

・福崎町教育委員会 22-0560 

・神崎郡青少年補導センター 26-1010 

・福崎町保健福祉センター 22-0560 

・学校支援チーム 

・福祉事務所 等 
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招集・指揮 

報告 
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相談 

支援 

支援 

相談 

報告 

共通理解 

報告・説明 
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≪いじめ対応のポイント≫ 
 

 いじめは未然に防ぐことが最良であるが、いじめを認知した場合は「いじめ対策委員会」を中心に組織

的に対応する。特定の教職員が一人で抱え込んだり隠したりすることなく、隣接学年や学校全体で組織的

に対応することが大切である。取組にあたっては迅速な対応を心がけ、情報を得たその日のうちに方針を

決定することとする。ただし、重大事態や加害者、被害者の意識にずれがある場合や、ネット関連、保護

者対応のトラブル等については、把握した状況をもとに十分検討協議し、関係機関とも連携の上、慎重に

対応していくことが必要である。 

 
４ 重大事態への対応 

（１）重大事態とは 

重大事態とは、「いじめにより児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いが 

あると認めるとき」で、いじめを受ける児童の状況で判断する。本校の場合、たとえば、 

身体に重大な傷害を負った場合、精神性の疾患を発症した場合などのケースが想定される。 

また、「いじめにより児童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い 

がある場合と認めるとき」であるが、「相当の期間」については、不登校の定義を踏まえ、 

年間３０日を目安とする。ただし、児童が一定期間、連続して欠席しているような場合に 

は、速やかに調査し、校長が判断する。児童や保護者からいじめられて重大事態に至った 

という申立てがあったときは、校長が判断し、適切に対応する。 

 

（２）重大事態への対応 

校長が重大事態と判断した場合、直ちに、教育委員会や警察等の関係機関に報告すると 

ともに、校長がリーダーシップを発揮し、学校が主体となって、いじめ対策委員会に専門

的知識及び経験を有する外部の専門家である保護司、及び民生児童委員等を加えた組織で

調査し、事態の解決にあたる。なお、事案によっては、県教育委員会が設置する重大事態

調査のための組織に協力し、事態の解決に向けて対応する。 

 
５ その他の事項 

保護者や地域に開かれ、信頼される学校づくりをめざしている本校は、学校の取組を様々 

な形で情報発信に努めている。いじめ防止等についても、保護者や地域の理解や協力を得な

がら、緊密な連携協力を図ることが重要である。従って、策定した学校の基本方針について

は学校便りで周知し、学校のホームページ等で公開するとともに、ＰＴＡ総会や学校評議員

会をはじめ、家庭訪問、学級懇談会、個別懇談会などあらゆる機会を捉えて保護者や地域に

情報発信しながら、より多くの大人が子どもの悩みや相談を受け止めることができる組織的

協働体制を構築していく。 

また、いじめ防止等に実効性の高い取組を実施するため、学校の基本方針が実情に即して

効果的に機能しているかについて、「いじめ対策委員会」を中心に点検し、必要に応じて見

直す。さらに、学校の基本方針を見直すに際し、学校全体でいじめの防止等に取り組む観点

から児童の意見を取り入れるなど、いじめの防止等について児童の主体的かつ積極的な参加

が確保できるよう留意する。また、地域を巻き込んだ学校の基本方針になるように、保護者

や地域からの意見を積極的に聴取するように留意する。 

 

 


